第11251 章
ガラス繊維の強化したプラスチックの蓋板
1. 通則
1.1
本章の概要
1.1.1 本章は、ガラス繊維の強化したプラスチック(Glass Fiber Reinforced Plastic, GFRP)の蓋板を説明することであり、（蓋板とは；太陽エネルギー電池のモデル板の移動式蓋板、非搭載式太陽エネルギー電池モデル移動式蓋板、及び格柵式密ラップ蓋板などが含まれている）及び金属部品と支える部材の構造、材料、製造、インストール、据え付け工事、施工する工事、検査及び相関規定などを説明することである。
1.1.2 サブコントラクターは工事範囲以内に属されているのは、一切のマンパワー、材料（業主から供給されるものが除外とすること）、製造、機械と道具、設備、運搬輸送、据え付け工事、安全の防護など及びその他、本工事を完成させるための規定に基づいて、工程司の監督及び指示の下で、契約規定に従って施工することである。
1.1.3 据え付け地点：台北市長興浄水場内。
1.2 工事範囲
　　　サブコントラクターは、ガラス繊維の強化したプラスチックの蓋板（移動式蓋板及び格柵式密ラップ蓋板が含まれている）及びその相関する添付書類を提供すべきであり、なお部分の移動式蓋板が必要とする太陽光電の発電システムの中での太陽電池モデル板を搭載するニーズに協力することも必要であり、それは、製造や、据え付け、施工、検査テストなどの作業が含まれていることである。太陽電池のモデル板を搭載する機能、及び太陽電池のモデル板機能を具有する蓋板の設置する範囲の詳細設計図(図表番号XX~XX)が示した通りである。
1.3 相関する章と節の内容
1.3.1 第01330章─資料を審査に送付する
1.3.2 第01450章─品質管理
1.3.3 第05124章─建築鋼材の構造
1.3.4 第13601章─太陽の光電気の発電システム
1.4相関する準則
1.4.1中華民国国家標準(CNS)

(1)  CNS 12777 K6976 ガラス繊維の強化したプラスチックの繊維含量測定法
(2)CNS 12779 K6978 ガラス繊維の強化したプラスチックの引っ張るに抵抗する　　　　　　　　　　　　　　　性能測定法
(3)CNS 12780 K6979 ガラス繊維の強化したプラスチックの曲がるに抵抗する　　　　　　　　　　　　　　　 性能測定法
(4)CNS 12781 K6980 ガラス繊維の強化したプラスチックの圧縮する　　　　　　　　　　　　　　　性能測定法
(5)CNS 12782 K6981 ガラス繊維の強化したプラスチックの層間切断する強度　　　　　　　　　　　　　　　測定法
(6)CNS 12783 K6982 ガラス繊維の強化したプラスチックの横向き切断する性能　　　　　　　　　　　　　　測定法
(7)CNS 12784 K6983 ガラス繊維の強化したプラスチックの層間切断する強度　　　　　　　　　　　　　　　測定法
(9)                    (8)CNS 12785 K6984 ガラス繊維の強化したプラスチックの巴可爾硬度測定法　　　　　　　　　　　　測
(9)CNS 11655 K6883 ガラス繊維の強化したプラスチックの貯水槽検査法　　　　　　　　　　　
(10)CNS 7398  K3053 ガラス繊維の切股毡 
(11)CNS 7399  K3054 ガラス繊維のファイバーバントル
(12)CNS 7400  K3055 ガラス繊維のファイバースコープ
(13)CNS 7401  K3056 ガラス繊維の編紗束（ファイバーバントル）
(14)CNS 7402  K3057 ガラス繊維の切股 

(15)CNS 8428  K6706 ガラス繊維の強化した蓆の検査法
(16)CNS 12268 K2202エポキシーアルミニウムトリポリリン酸の錆止めプライマ
(17)CNS 3270  G3067 ステンレス棒
(18)CNS 4000  G3092 ステンレスの鋳鋼部品
(19)CNS 6183  G3122  一般構成用の軽い型鋼材
(20)CNS 6185  G3123  一般構成用の溶接H形軽い型鋼材
(21)CNS 8497  G3163 熱間圧延のステンレスの鋼板、鋼の切れおよび鋼鉄ベルト

(22)CNS 8499  G3164 コールド・ローリングのステンレスの鋼板、鋼の切れおよび鋼鋼鉄ベルト

1.4.2
建築物耐風設計基準及び解説（内政部95.9.22台内営字第0950805664号の命令に基づいて定めて公布した）
1.5   資料を審査に送付すること。
1.5.1
サブコントラクターは、落札した日から30日以内に下記のリストにある書類及び資料を添付して、審査に供されるべきである：
(1) GFRP蓋板（移動式蓋板、格柵式密ラップ蓋板を含めて）、鋼鉄構造のサポート構成、及び相関する部品（あるいは、添付する書類）は、本規定が設計した需要条件に従って、及び相関する法規の規定に基づいて、GFRP蓋板の設計計算書、鋼鉄構造サポート設計の計算書、設計図、製造図及び取り付け施工図などの技術資料を提出することが必要です；以上、審査に供する資料は、土木あるいは、建築物構造の専門技術師の承認署名を得ることが必須であること。
(2) GFRP蓋板を製造するために採用された原料（樹脂、ガラス繊維、紫外線安定剤などを含めて）の生産メーカーの製品カタログ及び原料の性能に関する資料であること。また、原料の性能資料は、財団法人の全国認証する基金会(TAF)から認証された実験室あるいは検査機関部署、あるいは、甲方が認めた海外で信頼できる独立検査機関部署からの品質検査済み証明文書であること。
(3) 設計したスタイルに基づいて、工場内において、一組のサイズが、実体の移動式蓋板より大きく、あるいは、同じくサイズのモデルを製造し、軌道の上に取り付けて、なお太陽エネルギーの光電板を搭載させて、実際の負荷重量が二人の人間で軽く推し進めることができるかどうかをシミュレーションで実験すること、設計強度は果たして規定の要求基準に符合しているかどうかを確認すること。なお、甲方の工程司が現場で査察をした後、かつ上述した（１）、（２）項の書類文書

及び資料が甲方からの認可を得てから、初めて後続する製造作業や、取り付け、施工するなどの作業を執行することが出来るのである。

1.6  現場環境
1.6.1
取り付ける位置: 設計図をご参照にしてください(図表番号XXXX)。
1.6.2本設備は戸外の場所で装着されるので、サブコントラクターは使用する材料が原則として、日照を防護することや、及び風雨に耐えることができるかどうかを考慮すべきである。
1.6.3 施工する前には、工事現場に出向きすべきであり、徹底的に仕事の環境を理解し、工事の詳細な点までに手配すること。   

1.7 　メンテナンスする保証
1.7.1本設備は、検収の査察を受けて合格した後から、サブコントラクターは、メンテナンスする保証責任を負わなければならない、メンテナンスの保証期間内において、蓋板及びその他の相関する部品が、もし破損、変形などの事情があれば、（但し、人力が抵抗不可能の天災による損害を除く）、サブコントラクターは、整理とメンテナンスする、あるいは新品を交換することを無料で責任を持って処理すべきであること、異議の申し立てをしてはならないことである。
2.   製品
2.1   機能
2.1.1 GFRP移動式蓋板：凝固の池(20基)、淀みの池(18基)および濾過の池(24基)の上に取り付けること。なお、各池の移動式蓋板のサイズは、大と小の二つに分けられている、なお、付属的に滑車を取り付けられているし、簡単な人力を通じて、推進させることができるし、外側と内側のレール上に別々に操作や、メンテナンス及び補修の需要に合わせて、移動させることもできるのである。小さい移動式蓋板を大きい移動式蓋板の下までに押し進むことができるし、大きい移動式蓋板を小さい移動式蓋板の上までに
　　　押し進むもできることである。操作運転の状況を点検する時や、設備のメンテナンスと補修を実施する、水池から溢れだされた臭気をカバーする時にも、及び教育訓練を実施するときにも、人間の力で移動式蓋板を調整する方式を通じて、移動式蓋板を加えて装着された池の頂上に必要とする広い空間を提供することができるようになることである。
      このほかにXX池（X座）の移動式蓋板は、本施工する技術規定第13601章の太陽光電発電システムに従って、太陽光電モデル板組の相関する装置を搭載することに合わせなければならないのである。
2.1.2　GFRP格柵式密ラップ蓋板：アーチ型の移動式蓋板の設置に合わせて、凝固の池（２０基）、淀みの池（１８基）及び濾過の池（２４基）の上に新たに操作する歩道の敷き空間を増加させること。
2.2 構造
2.2.1
GFRP移動式蓋板
     (1)造型：アーチ型移動式蓋板．各蓋板は単独一枚に成型している構造を採用し、補強の筋は、鉄の部品で使用されることができるし、但し、鉄の部品は、FRPで包まれることが必須であり、鉄の部品のサイズもサブコントラクターが自らデザインすることである。
(2) 材質；ガラス繊維の強化したプラスチックで製造することであり、樹脂及びガラス繊維の補強物質で構成した複合材料製品、完成品には、

　　材料を完成品の穴埋めにしてならないのである。

A.樹脂：蓋板の外層プラスチックの殻(Gel-Coat)は、間苯型飽和していないポリエステル樹脂(Iso　Type Unsaturated Polyester Resin)を採用し、その他の積層には、ベンゼン型の飽和していないポリエステル樹脂(Ortho Type Unsaturated Polyester Resin)；各層樹脂は、なお、紫外線安定剤(UV Stabilizer)を添加することが必須であり、その添加量と樹脂量の重量比率は１％である。
　　B.補強物：各積層にはCNS 7398 K3053のガラス繊維の切股毡を採用することで、CNS 7399 K3054ガラス繊維の紗束、CNS 7401 K3056ガラス繊維の編紗束、あるいは、CNS 7402 K3057ガラス繊維の切股などが規定したE型ガラス繊維の製品；蓋板（強化した肋を含めて）の中に、外の表面の積層には、Ｃ型ガラス繊維の表面蓆を採用しなければならないである。GFRP移動式蓋板積層部（外層のプラスチック殻を含まない）のガラス繊維の含有量の重量百分比率≧30%のである。
C.滑車：各基の移動式蓋板は最少にも４つを取り付けしなければならない、滑車の外径は12cm以下になってはならないである。各滑車は、　　
　軌道から脱落防止の装置を取り付けしなければならないである。滑車組は蓋板を設計した時にデザインされた負荷できる重量を積載できなければならない。なお、二人以下の人力で押し進むとレールに沿って滑走させることができなければならないのである。
　　D.すべり軌道のセット：すべり軌道の始めと終わりの両端に蓋板の落ち込みを防止する装置を設けることがすべきである。すべり軌道の据え付けは、適当の測量器具で高程と平らの直線性を制御できるようにしておくことである。滑車及びすべり軌道セットの型式はサブコントラクターが協力して蓋板の設計をすることである。
E.金属部品：押し進む取手、吊り環、固定栓鎖、ボルトとキャップナットは、すべてがType 304のステンレスである。その中の栓鎖の
　固定されるボルトは、直接にすべり軌道に溶接することが出来ないのである、サブコントラクターから蓋板の設計に合わせて、既存のコンクリートの通路に固定させるべきである。
F.サポートする鋼鉄製造材料（設計図上、Type 304のステンレスが表示された鋼鉄部品が除外とする）の材質は、SS400であるべきであり、その材料の供給、製作、組立、運搬輸送及び現場での吊り上げる装着する作業などは、本施工技術規定第05124章建築鉄鋼構造の
　相関する規定に基づいて取り扱わなければならないである。非Type 304ステンレスの金属部材の表面について、鉄鋼構造の錆び止めの

　単液体型のアルミニウム含有のポリウレタンで塗装することが必須である。その規定の要請条件は、以下の通りである：
1.固形含有量（加熱の不完成な部分）：55%以上に達しなければならない（CNS10880-1）
2.比重（kg/l）：≧1.07（CNS9725）
3.耐屈曲性：亀裂、剥離現象なし（CNS10757 ψ6mm）
4.耐衝撃検査：ψ12.5mmx300gx500mm 異常でなければならない（CNS10757）。
5.耐化学性：表面異常なし（CNS10757）。
  95無鉛ガソリン、滴状、なお蓋を加えること/120h
  30号機械オイル、滴状、なお蓋を加えること/120h
6.耐熱性：140°C/8h異常なし（CNS10757）。
7.耐磨損検査（CS 17磨損輪,1000cycle ,1000gm荷重）：100ミニグラム以下（CNS10757）
8.耐風雨のテスト(ASTM D6904)：<0.32Lbs
サブコントラクターは、施工する前に、製品のカタロク、技術資料
及び国内、外の公共信頼度があるテストレポートを提出しなければならないのである。テストレポートは、国内では、公共信頼度がある法人の検査機関あるいは、政府の検査機関、または、学術の検査機関部署の検証済み証明でなければならないのである。もし、海外の検査・測定する機関からのテストレポートならば、独立した検査機関からの検査でなければならない、なお中華民国の海外駐在の公使館、あるいは、経済文化の事務所からの証明、あるいは，公証を通じなければならない、それに審査のために業主に送った後に始めて工事が開始することが出来るのである。
　　国内あるいは国外の品質証明書を添付することが必須であり、もし
国外からの輸入ならば、材料の品質を確保するために税関の通関証明書も添付することが必須であること。
　　　　G.付属する装置：（a）大小の蓋板のアーチの間にある隙間、滑車の
　　　　　側面は通路の表面とのギャップ、及び池の両端にある蓋板側面の後ろ板の底と池側の壁の頂端の間とのギャップについて、防水のズックを設けて覆い隠すべきである、それはサブコントラクターが固定方式を設計することを請け負うべきである。
(b)各池両端の外側の蓋板にフランク板を設けるべきである。
(c)蓋板を開く時に隣の蓋板と衝突することによって、接触した板の表面の磨損を避けるために各基の蓋板は、ゴムで製造された衝突緩和のパッドを設けるべきであること。
(d)太陽光電池板を搭載される蓋板が必要とする電気装置。以上の各装置はサブコントラクターから、その蓋板の設計に合わせて、相関する設計図表を審査に提出すべきであり、なお、甲方の工程司が認可した後に始めて施工することができるのである。
(3)アーチ型移動式蓋板の設計条件、材質の物質的な性質及びサイズの要求
A. 荷重の設計
(a) 太陽光電池を搭載していない蓋板（XX池の上にアーチ型移動式蓋板）：アーチ型蓋板のすべり方向の設計集中荷重は≧100 kgf/m。
(b) 太陽光電池を搭載している蓋板（XX池の上にアーチ型移動式蓋板）：前項（a）の設計荷重のほかに、なお施工技術規定第13604章にある太陽光電発電システムの中に採用される太陽光電板（相関する付属部品を含む）の重量20 kgf/㎡を設計荷重の中に組み入れて計算すべきである。
B. 許容できる設計抗曲強度：300 kgf/cm2。 
C. 撓度（たわみ度）≦サポートスパンの1%
D. 蓋板の構造は内政部95.9.22台內營字第0950805664号令が定めて

　　公布した建築物耐風設計規定及び解説の中の（a）の基本設計風速
42.5m/sec、（b）建築物用途係数1.1(c)地況B等の条件設計に基づいて設計すべきである。
E. GFRPの物理的性質:
﹝a﹞ GFRP抗拉強度（引っ張る力に抵抗する強度）≧600 kgf/cm2。 
﹝b﹞ GFRP抗曲強度（彎曲に抵抗する強度）≧1200 kgf/cm2(三点抗曲実験)。 
﹝c﹞ GFRP抗曲彈性率（彎曲抵抗する弾性率）≧58000 kgf/cm2 (三点抗曲実験)。
F.サイズ：サブコントラクターから、各自で各池のサイズに沿って、及び採用される材料の性質に基づいて、GFRP移動式蓋板の各部を分析と設計をして、及びサポートする各構造部品のサイズを設計することである。すべての計算書、設計図、製造図及び施工取り付け図

　などは、すべてが甲方の審査が必須であり、審査に認可された後に始めて、それに基づいて施工作業をすることである。
　移動式蓋板のGFRP積層の厚み（外層ゴムの外殻部分の厚みを含めていない）は、4mmより小さくになってはならないのである。
(4) 外観の要求
A.GFRP移動式蓋板の内外面の外観は、つるつるして均等にならなければならないのが必須であり、組織は、平均的に繊維の露出や、隙間、泡、割れ目、及び雑物など蓋板の強度に影響する欠陥があっては、ならないのである。
B. GFRP移動式蓋板の上で、ドリル孔のところ、及び切断されたところの積層外の露出表面には、同類の樹脂で数回に亘って塗装することが必須である、内装の繊維が外へ露呈してはならないのである。
C. GFRP移動式蓋板のアーチ表面の色は、X色シリーズでばければならないのである、なお、凝固の池、淀みの池、及び濾過の池に沿って、色の色調は深いX色から、浅いX色までにすべきであること。
　このほかに、蓋板の外の表面の適当の位置に台北自来水事業処企業の標示を明白に標識することであり、及び各枚の蓋板の編成番号と許容できる荷重の資料を標示すべきである。サブコントラクターは、蓋板の色、字体標示のサイズなどの見本を甲方の審査に提出し、甲方が認可した後に始めて施工作業が開始することができるのである。
(5) 製造
 手積法及び噴佈法でGFRP製品を製造する時に、鋳型の材料を受ける面の
ところに先に一層のガラス繊維が含有されていない樹脂層のゴム殻の外膜

(約0.3～0.5 mm)を加工すること、それにゴム化になった後に再び積層の施工作業を行うことである。

 (6) 付属する施設
A. すべり軌道組の構造は、蓋板が廃水を洗浄することと雨水の収集と排出の機能を兼有具備する機能を持つべきであり、なお、それらの廃水と雨水を場外まで（あるいは場内の排水システム）に導くべきである。
B. 蓋板の設置に合わせて、部分池側は、既存の欄干を撤廃すべきであり、あるいは蓋板の取り付けに合わせて遷移すべきである。
C. XX池の上の蓋板は、太陽光電モデル組の供給業者が提供したサイズ、

　重量、及び相関する電気装置（必要とする付属部品を含めて）に合わせて設計上の考慮を入れるべきである。
2.2.2
GFRP格柵式密ラップ蓋板
(1) 形式：花紋滑り止め格柵式密ラップ蓋板
(2)材質：ガラス繊維の強化したプラスチック製の材質であり、樹脂及びGガラス繊維の補強した物質で構成した複合材料の製品である、完成品には、充填材料を完成品の穴埋めにしてならないのである。

A. 樹脂：間苯型飽和していないポリエステル樹脂　(Iso Type Unsaturated Polyester Resin)　を採用し、樹脂には、なお、紫外線安定剤　(UV Stabilizer)　を添加することが必須であり、その添加量と樹脂量の重量比率は１％である。　
B.補強物：各積層にはCNS 7398 K3053のガラス繊維の切股毡を採用することで、CNS 7399 K3054ガラス繊維の紗束、CNS 7401 K3056ガラス繊維の編紗束、あるいは、CNS 7402 K3057ガラス繊維の切股などが規定したE型ガラス繊維の製品；但し、花紋滑り止め平板表面積層はC型ガラス繊維の表面蓆を採用するのが必須である。

GFRP格柵式密ラップ蓋板のガラス繊維含有量の重量パーセンテージは≧35%である。
C.金属部品：サブコントラクターから設計を提供すべきであり、その中に蓋板を開く方式の金属部品、固定するボルトとキャップナットなどは、すべてがType 304のステンレスである。
D.サポートする鋼鉄製造材料（設計図上、Type 304のステンレスが表示された鋼鉄部品が除外とする）の材質は、SS400であるべきであり、その材料の供給、製作、組立、運搬輸送及び現場での吊り上げる装着する作業などは、本施工技術規定第05124章建築鉄鋼構造の

　相関する規定に基づいて取り扱わなければならないである。非Type 304ステンレスの金属部材の表面について、鉄鋼構造の錆び止めの

　単液体型のアルミニウム含有のポリウレタンで塗装することが必須である。その規定の要請条件は、以下の通りである：
1.固形含有量（加熱の不完成な部分）：55%以上に達しなければならない（CNS10880-1）
2.比重（kg/l）：≧1.07（CNS9725）
3.耐屈曲性：亀裂、剥離現象なし（CNS10757 ψ6mm）
4.耐衝撃検査：ψ12.5mmx300gx500mm 異常でなければならない（CNS10757）。
5.耐化学性：表面異常なし（CNS10757）。
  95無鉛ガソリン、滴状、なお蓋を加えること/120h
  30号機械オイル、滴状、なお蓋を加えること/120h
6.耐熱性：140°C/8h異常なし（CNS10757）。
7.耐磨損検査（CS 17磨損輪,1000cycle ,1000gm荷重）：100ミニグラム以下（CNS10757）
8.耐風雨のテスト(ASTM D6904)：<0.32Lbs
サブコントラクターは、施工する前に、製品のカタロク、技術資料

及び国内、外の公共信頼度があるテストレポートを提出しなければならないのである。テストレポートは、国内では、公共信頼度がある法人の検査機関あるいは、政府の検査機関、または、学術の検査機関部署の検証済み証明でなければならないのである。もし、海外の検査・測定する機関からのテストレポートならば、独立した検査機関からの検査でなければならない、なお中華民国の海外駐在の公使館、あるいは、経済文化の事務所からの証明、あるいは，公証を通じなければならない、それに審査のために業主に送った後に始めて工事が開始することが出来るのである。

　　国内あるいは国外の品質証明書を添付することが必須であり、もし

国外からの輸入ならば、材料の品質を確保するために税関の通関証明書も添付することが必須であること。
 (3) 花紋滑り止め格柵式密ラップ蓋板の設計条件、材質の物質的な性質及びサイズの要求
A. 設計荷重≧250㎏f/m2。 

B. 撓度（たわみ度）≦サポートスパンの1%
C. GFRP物理的な性質：
﹝a﹞ GFRP抗拉強度（引っ張る力に抵抗する強度）≧1000 kgf/cm2。 
﹝b﹞ GFRP抗曲強度（彎曲に抵抗する強度）≧1400 kgf/cm2(三点抗曲実験)。 
﹝c﹞ GFRP抗曲彈性率（彎曲抵抗する弾性率）≧65000 kgf/cm2 (三点抗曲実験)。
D. サイズ：方格の柵側面のグリルの穴は、40mm x 40mmより大きくてはならない、格柵部の高さは38 mmより低くてはならない、花紋滑り止めの平板の厚さは3mmより小さくはならないのである。
　各枚の蓋板のサイズは設計条件に合わせて、及び二人の人間が持上げられるような板本体の重量でなければならないし、なお、サブコントラクターより、自ら採用したGFRP格柵式密ラップ蓋板の材料の性質に基づいて、各蓋板のサイズ及びその鋼鉄構造のサポートする構成の部品を分析してからその部品のサイズを設計することである。
すべての計算書、設計図、製造図及び施工取り付け図などは、すべてが土木、あるいは構造の専門的な技術エンジーニアの認可署名を得るのが必須であり、なお甲方の審査に認可された後に始めて、それに基づいて施工作業をすることである。
 (4) 外観の要求
A. GFRP格柵式密ラップ蓋板の上下及び内外面の外観は、つるつるして均等にするのが必須であり、平板の表面には滑り止めの花紋があることが必須であり、構造と組織は、平均的に繊維の露出や、隙間、泡、割れ目、及び雑物など蓋板の強度に影響する欠陥があっては、ならないのである。すべての蓋板の上のドリル孔のところ（ボルト及取手のドリル孔を含めて）及び切断されたところのガラス繊維の外の露出表面には、同類の樹脂で数回に亘って塗装することが必須である、内層に補強した繊維が外へ露呈してはならないのである。蓋板の上に花紋平板はX色シリーズを採用し、サブコントラクターは色の見本を甲方に送って、認可された後に始めて施工作業が始まることができるのである。
(5)製造 
格柵部分はモデルで成型すべきである。
3.工事
3.1　製造と取り付け
3.1.1　すべての設備の製造と取り付けは、サブコントラクターがその責任を負うことである。
3.1.2
本規則の第1.5.1節に従って、審査に認可された文書書類に基づいて製造と取り付ける仕事を施工すること。
3.2 検査
3.2.1
GFRP移動式蓋板
(1) 検査の項目は、下記のものを含めている：
A. 外観の検査
B. サイズの検査：検査の項目は、外部のサイズを含めている（アーチ型蓋板のスパン、広さ、アーチの高さ）及び蓋板の厚みなどを測ること。
C. 成分の重さ（ガラス繊維の含有量）検査
D. 引っ張るに抵抗する実験  
E. 彎曲に抵抗する実験(三点抗曲実験)：実験項目は、抗曲強度、及び抗曲弾力性率。
 (2) GFRP移動式蓋板を製造する時に、甲方は人を派遣して、現場で製造のプロシージャを点検することができるのである。その費用は甲方が
　　自ら負担とすることである。
(3) GFRP移動式蓋板は、わが国の国境内の工場で製造完成した後に、あるいは、海外で製造して国内に輸入された後に、工地現場までに運ぶ前に、甲方工程司と合同して、別々に２０基の凝固の池、１８基の淀みの池、２４基の濾過の池の上にある移動式蓋板に対して、任意的に各式の移動式蓋板５枚を選んで（入庫の順番に関係なく、但し、各種のサイズの蓋板が最小にも１枚を選ぶこと）、計１５枚を集めて、なお選んだ蓋板から、適当なサイズの検体を切断し、財団法人全国認証基金会(TAF)の認証を通過した実験室、あるいは検査機関、あるいは、甲方が認可した海外に公的信頼度がある独立の検査機関に送って、成分の重量検査、引っ張るに抵抗する実験、及び彎曲に抵抗する実験を進行してもらうことが必須である。
　　サブコントラクターは、切り取った切断された部位に対して、修復及び補強する作業を加えるべきである。
(4) 外観検査、及びサイズ検査は前述した成分の重量検査、引っ張るに抵抗する実験、及び彎曲に抵抗する実験のために検体を切り取る時に

合わせて、一緒に検査を実施することである。
(5) 検査で本規定の要求に符合していないGFRP移動式蓋板は、サブコントラクターが該当蓋板（該当蓋板と同じ梱包で入庫した蓋板を含めて）を工事現場までに運搬輸送してはならないのである。なお、別途で検体見本を採取すべきであり、これによって発生したすべての検査

　テストの費用はサブコントラクターが自ら負担を負うとすること、異議を申し立てることができないのである。
 (6)テストする方法
A. 外観の測定と検査は目で測定と検査すること
B. GFRP移動式蓋板の厚み検査は、サブコントラクターが校正済みかつ認可された測量器具を準備し、各枚の移動式蓋板の上に４つの

　スポートを測定と検査し、その平均の厚みは≧設計の厚み、なお、

　その中での任一の測定・検査した数値は設計厚みの80％以下になってはならないことである。
C.成分重量（ガラス繊維の含有量）検査、引っ張る力に抵抗するテスト、及び彎曲に抵抗するテストは、本規定の第1.4.1節の中華民国国家標準(CNS)の相関する検査・測定する方法に基づいて取り扱わなければならないのである。
3.2.2
GFRP格柵式密ラップ蓋板
(1)検査・測定する項目は、下記のものを含めている：　　
A. 外観の検査
B.サイズの検査：検査・測定する項目は、外部のサイズ（GFRP格柵式密ラップ蓋板の長さ、広さ、高さ）、方格柵の孔開きのサイズ、格柵肋板の厚み、及び花紋滑り止め平板の厚みなどを測量することをふくめているのである。
C. 成分重量（ガラス繊維の含有量）検査
D. 引っ張るに抵抗する実験テスト
E.彎曲に抵抗する実験テスト（3点彎曲に抵抗する実験テスト）：実験項目は抵曲強度及び抵曲弾性率を含めているのである。
(2) GFRP格柵式密ラップ蓋板を製造する時に、甲方は人を派遣して、現場で製造のプロシージャを点検することができるのである。その費用は甲方が自ら負担とすることである。
(3) GFRP格柵式密ラップ蓋板は、わが国の国境内の工場で製造完成した後に、あるいは、海外で製造して国内に輸入された後に、工地現場までに運ぶ前に、甲方工程司と合同して、別々に２０基の凝固の池、１８基の淀みの池、２４基の濾過の池の上にあるGFRP格柵式密ラップ蓋板の新たに増加した歩道の敷き地面、任意的に各式のGFRP格柵式密ラップ蓋板５枚を選んで（入庫の順番に関係なく、但し、各種のサイズの蓋板が最小にも１枚を選ぶこと）、計１５枚を集めて、なお選んだ蓋板から、適当なサイズの検体を切断し、財団法人全国認証基金会(TAF)の認証を通過した実験室、あるいは検査機関、あるいは、甲方が認可した海外に公的信頼度がある独立の検査機関に送って、成分の重量検査、引っ張るに抵抗する実験、及び彎曲に抵抗する実験を進行してもらうことが必須である。検査・測定するために必要とするGFRP格柵式密ラップ蓋板の費用は、すでに該当GFRP格柵式密ラップ蓋板の価格計算の中に組み入れられたために、別途の価格計算はないことである。
(4)外観検査及びサイズ検査は、前述した成分重量検査、引っ張るに抵抗する実験、及び彎曲に抵抗する実験などに合わせて、検体を切り取る時に一緒に検査・測定を実施することである。

 (5) 検査で本規定の要求に符合していないGFRP移動式蓋板は、サブコントラクターが該当蓋板（該当蓋板と同じ梱包で入庫した蓋板を含めて）を工事現場までに運搬輸送してはならないのである。なお、別途で検体見本を採取すべきであり、これによって発生したすべての検査
　テストの費用はサブコントラクターが自ら負担を負うとすること、異議を申し立てることができないのである。
(6) テストする方法
A. 外観の検査は目で目視で検査すること。
B.サブコントラクターは、校正済みかつ認可された測量器具を準備し、

　サイズの検査・測定することを執行することである。
C. 成分重量（ガラス繊維の含有量）検査、引っ張る力に抵抗するテスト、及び彎曲に抵抗するテストは、本規定の第1.4.1節の中華民国国家標準　(CNS)　の相関する検査・測定する方法に基づいて取り扱わなければならないのである。
3.3 検収
3.3.1 検査文書の審査：本規定第3.2節の検査について、定めたテストする方法および相関する規定に基づいて、検査項目の検査・測定した結果を報告し、書面の審査を行うこと。
3.3.2 数量の査察：甲方が認可したのサブコントラクターから提出した審査に受ける書類文書及び資料（詳しい内容は、本規定の第1.5節の資料審査をご参照にしてください）。蓋板の数量の査察（移動式蓋板、及びGFRP格柵式密ラップ蓋板を含めて）、覆う面積、及び金属部品の数量などの査察を含めているのである。
3.3.3 外観の検査
(1) 蓋板（移動式蓋板、及びGFRP格柵式密ラップ蓋板を含めて）：色調、傷、光沢、あか、金属部品などの検査。
(2) 移動式蓋板のすべりレール組：すべりレールが平らでまっすぐに、顕著な彎曲になってはならない、凹凸もあってはならないのである。
3.3.4 動作の検査
(1) 各枚の移動式蓋板は、すべりレール組の上に、二人の人間が一緒に推し進めることが出来、自由に滑らせることができるのである。
 (2) 移動式蓋板の金属備品（押し進む取っ手、吊り装着リング、固定するボルト鎖など）装着する位置、及び機能操作の検査。
4. 数量と価格計算
4.1 数量計算
4.1.1 工事内容は、施工測量や、凝固の池の蓋板工事、淀みの池の蓋板工事、濾過の池の蓋板工事、格柵式密ラップ蓋板の歩道工事、零細工事、検査費用などの全てが一式で計算すること。
4.2 価格計算
4.2.1 工事内容は、施工測量や、凝固の池の蓋板工事、淀みの池の蓋板工事、濾過の池の蓋板工事、格柵式密ラップ蓋板の歩道工事、零細工事、検査費用などの全てが一式で支払うこととする。
4.2.2　支払うは、マンパワー、材料、機械用具、及び補足装置、運搬輸送、特許料金など、及び本工事を完成させるために必要とする費用を含まれいるのである。
〈本章が終ります〉
